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関さんは大正15年生まれの97歳 森川さんは昭和7年生まれの91歳 武井さんは昭和9年生まれの89歳

武井さん
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特集： 私だけの昭和史 ～ホープリビング千葉北

だれでも食堂

みんなの食堂で繋がる輪

～ぎょうざサロン

だれでも食堂 OPEN!!
～ぎょうざサロン

平日はデイサービスのういず・ユーリハリバイブ四街道です。
ときどき、土曜日に地域の方が利用できる場所の提供を
始めます。
四街道市内の企業様からのぎょうざの提供品や、
農家さんからの季節の野菜を使った食堂
をボランティアさんと共にオープンします。
お気軽にお立ち寄りください。

管理者  東浦 由梨子

●子どもの居場所、孤食・貧困家庭の支援

●ボランティアさんの活動の場・寄付品を提
供してくださる企業や農家さん(フードロス
にも)

●いずれは、デイサービスの設備を活用し、
高齢者でも誰でも気軽にリハビリもできる場

8月12日(土)お昼プレオープン予定

※餃子はイメージ写真です

サイズの合わなくなった
子供服を集めています
(保管場所がないため、
バザーに不向きなものは
受け取れない場合があり
ます。今すぐに使える
夏物を募集します)

リハリバイブ四街道

梅雨が明ければ“夏”到来。夏と言えば8月15日に終戦記念日がやって来ます。
今年2023年は、終戦から78年が経過。当時、小学生や中学生、高校生だった
人々は現在の87歳～97歳位、団塊の世代以前の伝統主義者世代に当たります。
ういず・ユー事業所にも、この『昭和の語り部』がたくさんいらっしゃいます。
今回は、ホープリビング千葉北の3人の『語り部』にお話を伺いまいた。お三
方の記憶力によって当時の暮らしのイメージが膨らみ、ドラマになりました。
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ベビーブーマ
団塊の世代

X世代 Y世代 Z世代 α世代

新人類 団塊ジュニア世代 ゆとり世代

2023年以降
(令和5年)

73歳 59歳 53歳 43歳 33歳 23歳 11歳 10歳

私 だ け の 昭 和 史
～ホープリビング千葉北より

サービス付き高齢者向け住宅

 ホープリビング千葉北
千葉市花見川区大日町1386-1

TEL: 043-307-9710

大正15年(昭和元年)長野県上伊那郡箕輪町
生まれの97歳。長野県の真ん中、中央アル
プスと南アルプスに囲まれ、諏訪湖にも近
く自然豊かな「箕輪町」で、6人兄弟姉妹の
5番目として育つ。13歳のときに第二次世界
大戦が勃発。箕輪町までは戦火が及ばない
ため戦争の実感はあまりなかった、が「3番
目の兄がサイパン島で戦死、台湾にいた4番
目の兄は無事でしたが。戦後、アメリカの
統治になってからサイパンへ兄のお墓参り
に行き初めて戦争の悲惨さを感じました」
「また、アメリカに渡っていた叔父からテ
レビが送られてきて、それで天皇陛下の
玉音放送を聞いて終戦を知ったのです」。

「伊奈高等女学校(現・伊奈弥生ヶ丘高等学校)
ではバスケットボール部でしたよ。戦時中でし
たし、終戦後も好きなスポーツどころではな
かったですね」と岡さん、学校を卒業して家の
農業を手伝ってお見合いし、22歳でお嫁に～
「お嫁に行ってからは苦労しました(笑)」。息
子さん三人に恵まれて、現在に至る。

今春、美容室に行った帰りのタクシーに乗ると
きに大腿骨あたりに違和感を感じて激痛に達し、
救急車。大腿骨骨折と分かって手術・入院した
が、歩行困難ということで、退院後はここホー
プリビング千葉北に移り、車椅子生活に。
97歳にして頭脳明晰なのに「歩けないなんてね、
皆さんも気を付けてください‼」。でも関さん、
頭はクルクル回るし、明るくお元気です。

関 茂子さん

昭和7年(1932年)、かつての千葉県長生郡
西村(現在の長南町の南西部にあたる)に生ま
れれる。現、91歳。第二次世界大戦の終戦
を迎えたのは高等学校(千葉県長生女子農学
校、現材は茂原北稜高等学校)の卒業寸前の
こと。前進が裁縫女学校なだけに、戦時中は
“裁縫一点張り”。「近所から頼まれて、浴衣
の生地をほどいては赤ん坊の着物を作ってい
ました。また、学校の卒業式バザーに毎年出
品、1年のときは家から持ってきた麻で“下
駄の鼻緒”、2年時は東京に行っていた姉の
ミシンを活用して“人形”を作りましたが、高
く売れました！3年のときは先生が持ってき
てくれた毛糸で“セーター”を編み上げました
～いい思い出です」。

翌日から朝の5時起きで、藁や炭でご飯を
二升焚き、七輪に火をとっておかず作り。
味噌汁の具を姑に聞いても「自分で考え
ろ」と言うばかり。いきなり一人で9人分
(おじいさん、おばあさん、男役、姑、姉、
妹、弟、主人)を三食、お弁当も作ること
になる。農家なので、農作業もこなしなが
ら一年中、働き働く。姑は畑もしなければ
何もしない、ただ“おらぁ、子ども見てた
だよ”と言い返す。近所の人は「いいね、
いいね、重ちゃん」と言うが「いいことは
一回もありませんでした」。

卒業後、4月から役場で働くことに。ある日、
私を嫁にという人が訪ねてきて「“あんたが来
てくれると家の中がまるく収まる”と言われた
のを良く覚えています」。一度、断ったもの
の、父親が承諾してしまったので仕方なくの
嫁入り。

昭和28年に長男、昭和30年に長女、昭和32年に次女が誕生。おば
あさん、おじいさんたちを順々に看取り、農業も機械化されたこと
で勤めに出る。主人の友達の口利きで、所沢のサッシ会社が建てた
東金支社で「18年勤め、55歳で定年退職です。主人と私で敷地内
に家を4件建て、母屋に長男夫婦を住まわせました。土地は2反
(600坪)ありましたからね」。
ご主人は20年前に他界。

ホープリビング千葉北歴は5年になる森川さん、趣味は『クロス
ワードパズル』。「入所したての私に当時の施設長さんがパズル本
を2冊プレゼントしてくださったんですよ。今は、娘が毎月買って
きてくれます。もちろん、欠かさず答えを投稿しています」。

私たちも
昭和生まれで～す。

世代で言うと
団塊ジュニア世代
あたり。核家族なの
で、森川さんたちの
話にビックリ‼

武井 功さん

森川 重子さん

貧乏人の子沢山の中で

昭和9年(1934年)長野県岡谷市に7人兄弟姉
妹の5番目の子として生まれ、少年時代は木
曽の上松町で過ごす。現在は89歳。父は馬と
荷車で材木の運搬をして家族を養っており、
家は文字通り“貧乏人の子沢山”だった。
私が国民学校に入学した昭和16年の12月に
大東亜戦争が始まり、その頃からお菓子など
は食べられなくなった。昭和18年3月13日に
父が盲腸炎で亡くなり、数日後に兄は軍隊に
召集されて家計はもうどうにもならなくなっ
た。そこで姉2人は北海道の伯父の家に、私
と弟は松本市郊外の叔父の家に預けられる。
私と弟は慣れない農作業にヘトヘトになり、

バスケが好きでも、部活にしかなかったの

家父長時代に女性一人、一家を背負う

※大同毛織(株)は現在の
(株)ダイドーリミテッド。
大手のアパレルメーカー
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昭和27年、不二家に
ペコ・ポコちゃん登場♪
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現年齢

写真家のロバート・キャパを発端に生まれたX世代・Y世代・Z世代
という呼称は、世代ごとの特長を表す言葉になりました。それ以前
の日本の世代には、、世界恐慌や第二次世界大戦を経験した世代を
伝統主義者世代、高度成長期やバブル経済期の真っ只中を生きた世
代をベビーブーム世代(団塊の世代、新人類、バブル世代)と呼んで
います。

遅い夕食のときに眠くて、コックリコックリし
ながら食べた。しかし、それまで食べたことの
ない白米は美味だった。弟は半年後、私も1年足
らずで実家へ帰される。腎臓を悪くしたから
だった。昭和20年8月15日、敗戦を迎える。
家の黒い紙が剥がされ家の中が明るくなった。

未曾有の食糧難に襲われたが、伯父たちの援助
や山菜などで何とか乗り切った。
母は多産のためか、いつも青い顔をして額に薬
草を貼っていた。今、思うと、母の偉大さが分
かる。復員してきた兄が始めた染色の営業のよ
うな仕事をし、兄の死(昭和26年)も超えて家を
支えた。私は昭和25年※大同毛織に就職し、
少ない給料から母に仕送りした。

昭和64年、昭和天皇が逝去された年に、
母は84歳で一生を終えた。しかも自殺だった。
“重なる病気と孤独に耐えられなかった”と遺
書に書いてあった。当時、母はいろいろな事
情があって末弟の所に住んでいた。弟夫婦も
稼ぐ(洋服の仕立て)ことに多忙で、母も病気
のことなど相談もできず悩んでいたようだ。
稲沢市の末弟の家に母の葬儀のため訪れると、
弟の妻が「すみませんでした」と詫びた。
私は当時、パピーという手編糸の販売会社で
働いていた。

事務の鈴木さん、サ責の寺嶋さん、管理者の武田さん、スタッフの矢崎さん

ホープリビング千葉北にも(各事業所にも)人生の先輩諸氏がいらっしゃいます。
大正・昭和・平成・令和の時代を生き抜いてこられた方々です。中でも今回は
第二次世界大戦や家父長制度を経験された世代の代表として、関さん、森川さん、
武井さんにお話を伺いました。武井さんは手記に起こしてくださいました。

※武井さんの手記によるものです
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